
1 出力共通項目

an 398 M

メールサブジェクトに以下の項目を出力
・先頭欄のＡＷＢ番号　　２０桁

2 引渡先航空会社
an 2 M

航空会社コード

3 引渡元保税蔵置場
an 5 M

保税地域コード

4 引渡年月日
n 8 M

システム年月日を出力

5 請求先
an 5 C

6 強制表示
an 1 C

7
20

処理識別
an 1 C

スペース：処理対象
Ｘ：処理対象外

8

*

貨物識別

an 1 C

Ａ：ＡＷＢ
Ｈ：ＨＡＷＢ
Ｄ：出仮ＭＡＷＢ

9
*

ＡＷＢ番号
an 20 C

10
*

引渡個数
n 6 C

11
*

蔵置総個数
n 6 C

当該引渡し処理後に引渡元保税蔵置場に蔵置残個数がある場
合は、蔵置残個数を出力

12

*

引渡重量

n 8 C

（１）輸出貨物情報ＤＢに登録されている引渡貨物の重量を
出力
（２）単位はキログラムで以下の形式で出力
ＺＺＺＺＺ９．９
（３）貨物の重量が１００グラムに満たない場合は、１００
グラムとして出力

13

*

仕向地

an 3 C

ＩＡＴＡ空港コー
ド
及び
ＩＡＴＡ都市コー
ド

輸出貨物情報ＤＢに登録されている仕向地を出力

14
*

特殊貨物記号
an 3 C

ＳＰＣ（特殊貨
物）コード

輸出貨物情報ＤＢに特殊貨物記号が出力されている場合に出
力

15

*

航空貨物代理店／混載
業

an 5 C

利用者コード （１）貨物識別が「Ａ」（ＡＷＢ）の場合は、航空貨物代理
店を出力
（２）貨物識別が「Ｈ」（ＨＡＷＢ）の場合は、混載業を出
力

16
*

別送品許可番号
an 11 C

別送品許可貨物の場合は、別送品許可番号を出力

17

*

特記事項１
（保税蔵置場表示）

an 1 C

当該貨物の蔵置状況を出力
Ａ：入力者の保税蔵置場に全量蔵置中
Ｂ：上記保税蔵置場を除く保税蔵置場に全量蔵置中
Ｍ：移動中貨物有り（システム内保税蔵置場間で運送中の貨
物が存在する）
Ｎ：全量未搬入（システム内保税蔵置場に貨物が搬入されて
いない）
スペース：その他

18

*

特記事項２
（通関表示）

an 1 C

当該貨物が全量通関済の場合は、「Ｅ」を出力

19
*

特記事項３
（移動禁止表示） an 1 C

税関により差止めの旨が登録されている場合は、「Ｉ」を出
力

20

*

特記事項４
（仮陸揚表示）

an 1 C

当該貨物が仮陸揚貨物の場合に出力
Ｋ：突合済仮陸揚貨物
Ｔ：不突合の仮陸揚貨物

21

*

特記事項５
（分割蔵置表示）

an 1 C

貨物が複数保税蔵置場に分割して蔵置されている場合は、
「Ｐ」を出力

22

*

特記事項６
（混載表示）

an 1 C

当該貨物が混載貨物の場合に出力
Ｈ：混載仕立
Ｃ：混載仕立未完

コード 出力条件／形式
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